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◇あとがき◇
　本号では「小児外科医が押さえておくべき薬
剤」を特集テーマとして取り上げました。小児
外科診療において薬剤は周術期管理を支える重
要な要素でありながら，その選択や使用方法に
ついて体系的に議論される機会は必ずしも多く
ありません。日常診療のなかでもわれわれは薬
剤を使用していますが，その多くは経験や施設
ごとの慣習に基づいて運用されている側面もあ
ります。本号では，そうした現状を踏まえ，小
児外科医が日々の診療で接する薬剤について改
めて整理し，知識を共有することを目的とし
て，エキスパートの先生方に執筆を依頼させて
いただきました。小児領域では十分なエビデン
スが蓄積されていない薬剤も少なくなく，適用
外使用に依存せざるを得ない場面も依然として
存在します。そのような状況のなかで，安全性
と有効性を両立させながら最適な治療を提供す
ることは，小児外科医に課せられた責務にも
なっています。
　近年，社会的にも医療全体を取り巻く環境は
大きく変化しており，高額新規薬剤の登場や診
療ガイドラインの整備が進む一方で，薬剤供給
不足や医療資源の偏在といった新たな課題も顕
在化してきています。実際にわれわれが長年使
用してきた薬剤の販売が中止されたり，入手困
難な事例が最近では珍しいことではなくなって
きました。安価な薬剤ほどその傾向が強いと感
じるのは気のせいでしょうか？　しかし, 必要
最小限しか薬剤を使用しない小児外科医にとっ
ても，薬剤に関する正確な知識は，より安全で
質の高い医療を実現するための基盤であり続け
ると思われます。本号が，小児外科医の皆様に
とって日常診療を見直す契機となり，また施設
や職種を超えた情報共有の一助となれば幸いで
す。
 （渡井　有）
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